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14 直方体の形をした中央に仕切りがある水そうがあります。この仕切りは左右に動か

すことができ，水そうの左側と右側には20cmの高さまで水が入っています。

(1) 図１のように，水そうの左側に底面積が300cm３の直方体の形をしたおもりを底ま

で入れたところ，水面の高さは cmになりました。

(2) 図２のように，水そうの仕切りを右側に動かし，水そうの左側に入っていたおも

りをまっすぐ10cm持ち上げると水そうの左側と右側の水面の高さが同じになりまし

た。このとき，仕切りは右側に cm動かしていて，水面の高さは cmで

す。
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(1) 仕切りの左側の水量は30×30×20＝18000cm３ 。

仕切りの左側において，重りを底まで入れると，水が入る部分の底面積は

30×30－300＝600cm２ になるので，水面の高さは18000÷600＝30cm になりまし

た。

(2) 水そう内の水量は18000×2＝36000cm３ 。

おもりを10cm持ち上げて左右の水面の高さが等しくなったとき，

水そうの底面積が(30＋30)×30＝1800cm２なので，底から10cmまでの水量の合計は

1800×10＝18000cm３。 よって，底から10cmより上の水量は

36000－18000＝18000cm２ で，この部分の水が入る部分の底面積は

1800－300＝1500cm２ なので，水面の高さは

10＋180000÷1500＝10＋12＝22cm になります。

また，仕切りの右側の水量は18000cm３ なので，右側の底面積は

18000÷22＝ cm２ 。よって，底面の横の長さは

cmとなるので，仕切りを右側に動かした長さは

30－ ＝ cm です。
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